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　※いわて防災学教室のバックナンバーは、岩手大

学地域防災研究センターのホームページ「公開情報」

で閲覧できます。
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　岩盤に見られる亀裂は、工学の分野では「不連続

面」と呼ばれる。これは、本来ひと続きである岩石

の構造や性質が、亀裂が入ると、その部分で強さや

変形の伝わり方、水の通りやすさなどが大きく変化

する、つまり、性質が連続しなくなる境界であるこ

とから、不連続面と呼ばれている。

　このような不連続面は、その成り立ちによって大

きく二つに分けられる。一つは地層の形成過程でで

きる「地質境界面」、もう一つは岩石が力を受けて割

れることでできる「割れ目」である。

　地質境界面とは、地層と地層の境目のことで、主

に「層理面」と「不整合面」がある。層理面は、砂

や泥などが順に積もってできた地層の区切りであ

り、時間の流れがほぼ途切れずに積み重なった結果

である。一方、不整合面は、地層が一度つくられた

後に侵食などで削られ、その上に新しい地層が重な

ってできた境界である。このため、不整合面には長

い時間の空白があり、地質の記録の一部が失われて

いる。

　一方、割れ目は、岩石が力を受けて破壊されたも

ので、「断層」と「節理」に分けられる。断層は地震

や地殻変動にともない、岩盤の破砕面が相対的に平

行にずれるのが特徴であり、このずれは数㎝から数

㎞に及ぶ。これに対して節理は、ずれを伴わない割

れ目であり、主に引っ張る力によって形成される。

岩石は引張に弱いため、力が大きくなると内部に小

さなひびが生じ、それがつながって割れ目となる。

また、地表付近で上にあった岩盤や土砂が取り除か

れる場合や、温度変化による膨張や収縮でも節理は

形成される。

　このように、不連続面にはさまざまな種類がある

が、岩盤の安定性を考えるうえで特に重要なのが節

理である。大きな節理は、岩盤斜面の崩れやすさに

大きく関係している。

層理面（左）と節理（右）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

2026年度　山田町一般会計当初予算

　山田町の26年度当初予算の一般

会計は、113億7879万円で、前年

度当初と比較し（以下同）１億95

93万6000円、率にして1.8％の増

となった。一方、普通建設事業費

は、豊間根地区集会施設兼支所建

設事業や林産物展示販売施設改修

事業の完了により、14億2582万20

00円の24.0％減となっている。主

な事業では、旧県立山田病院解体

事業に２億3210万円、総合運動公

園改修事業に２億2500万円、漁港

施設機能保全事業に１億6740万

円、役場庁舎改修事業には耐震補

強を含めた改修の実施設計に5000

万円を計上している。

　主な歳入では、自主財源の町税

が12億9876万7000円の2.0％増、

繰入金が18億1360万1000円の34.8

％増。依存財源の地方交付税が36

億9500万円の0.8％増、国庫支出

金が14億4683万1000円の20.7％

減、県支出金が７億4382万5000円

の4.1％増など。町債は11億4340

万円で10.1％減となっている。

　目的別歳出のうち、総務費は旧

県立山田病院解体事業の増などで

23億4320万9000円の2.8％増、土

木費は12億2033万6000円の10.3％

減、教育費は総合運動公園改修事

業の増で12億7696万1000円の48.4

％増、農林水産業費は林産物展示

販売施設改修事業の完了などで６

億201万6000円の10.9％減となっ

た。

　性質別歳出では、義務的経費が

46億3109万1000円で、人件費、扶

助費、公債費がそれぞれ伸び、全

体で4.4％の増となった。投資的

経費のうち普通建設事業費14億25

82万2000円の内訳は、補助事業費

が５億2330万4000円の46.5％減、

単独事業費が８億4420万4000円の

0.9％減、県営事業負担金が5831

万4000円の26.4％増となってい

る。

　主な建設関連予算では、旧県立

山田病院解体事業に２億3210万円

を計上。老朽化が著しい旧病院の

解体工事に着手する。

　総合運動公園改修事業には２億

2500万円を措置。給水施設の機能

改善と施設利用者の利便性向上を

図るため、水道施設の改修工事を

進める予定だ。

　役場庁舎改修事業には5000万円

を計上し、庁舎の耐震補強を含め

た改修工事に向け実施設計に取り

掛かる。

　道路関連予算では、町道関谷２

号線測量設計業務委託料に3050万

円、町道下条・浜川目線測量設計

業務委託料には1050万円を充当。

三陸鉄道リアス線の鉄橋下を通る

関谷２号線や下条・浜川目線の猫

石坂付近で安全な通行を確保する

ため、道路拡幅整備に向けた測量

設計に着手する。道路新設改良費

の工事請負費には、町道金浜線の

局部改良工事や田名部・新田線の

側溝改修工事、関谷８号線道路改

良支障物件除去工事に7150万円を

配分。道路照明等ＬＥＤ化事業に

は1800万円、町道舗装改修事業に

は2550万円を措置している。

　公園整備事業には1000万円、町

営住宅改修改善事業には4400万円

も計上した。

　漁港施設機能保全事業には１億

6740万円を措置。漁港施設維持補

修工事や織笠漁港施設機能保全工

事、小谷鳥漁港施設機能保全工事

を盛り込んでいる。

　このほか、豊間根頭首工改修に

係る実施設計積算業務委託料には

2000万円を計上。中央公民館改修

事業として大ホール吊物昇降機モ

ーター交換業務委託料に3350万円

を充てた。

　水道事業会計では、田名部地区

配水管布設替工事に2000万円、下

水道事業会計には、山田地区下水

道管渠布設工事などに１億9346万

5000円、前須賀中継ポンプ場耐水

化工事に1500万円、大沢処理場機

能保全工事などに3850万円を配分

している。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　岩手町は、過疎地域持続的発展

計画を策定した。2026～30年度の

５カ年を計画期間として、総合計

画の七つの基本目標に沿って、持

続的可能な地域社会の形成と地域

資源等を活用した地方活力のさら

なる向上を目指していく。各種施

設の整備に当たっては、公共施設

等総合管理計画との整合性を図り

ながら、過疎対策に必要な事業を

適切に実施していくとしている。

　この計画は、同町の過疎地域の

持続的発展を図ることを目的に策

定したもの。基本方針としては、

まちづくりの施策を実施する上で

の共通の手法として「シビックプ

ライド」「ブランディング」「Ｓ

ＤＧｓの取り組み」の３点を挙げ、

この三つの手法をあらゆる場面で

生かしながら、総合計画に掲げる

七つの基本目標に沿った取り組み

を進める。

　インフラ関係の施策は、「交通施

設の整備、交通手段の確保」の中

で、「道路利用者および第三者被害

を未然に防止するため、定期的な

道路施設の点検調査を実施する」

「道路利用者の安全確保と生活環

境の向上を目的に、計画的かつ効

率的な道路施設の維持管理に努

め、通学路合同安全点検の結果を

基に、児童生徒が安全で安心でき

る通学路の環境整備に努める」な

どの方針が示されている。

　「生活環境の整備」では、上水

道については計画的な老朽管更新

事業による配水管の更新と耐震

化、漏水調査を実施しての漏水箇

所の修繕、鉛管の引き込み管解消、

川口浄水場の配水池化と子抱浄水

場系の機能強化、アセットマネジ

メント計画と耐震化計画に基づく

施設整備などを計画。下水道では

公共下水道が25年度で概成となる

ことから、ニーズに合わせた浄化

槽の供給による水洗化率の向上と

既存住宅の水洗化改修などを進め

るほか、ストックマネジメント計

画に基づき老朽化設備の更新を行

っていく。

　過疎計画の中では「地域の活性

化と持続的な発展を果たしていく

上で、人口減少に歯止めをかける

ための対策が必要不可欠」である

として、計画最終年の30年度末に

おける目標人口を１万1400人と設

定している。

　岩手町の過疎地域持続的発展計

画に盛り込まれた、町が事業主体

となる主な事業は以下の通り。

　〈産業の振興〉

　農業用水路整備事業、農業構造

改善施設改修事業、道の駅施設整

備事業、町広域交流センター施設

整備事業

　〈地域における情報化〉

　携帯電話等エリア整備事業

　〈交通施設の整備、交通手段の

確保〉

　舗装道路整備事業、側溝整備事

業、土峰線道路改良事業、沼宮内

一方井線道路改良事業、川原木御

岳線道路改良事業、北上線道路改

良事業、野原滝線道路改良事業、

境田支線１号道路改良事業、雪浦

線道路改良事業、尾呂部朽木林線

道路改良事業、久保線道路改良事

業、五日市西線道路改良事業、五

日市西２号線道路改良事業、早坂

線道路改良事業、石神下太田線道

路改良事業、鍋屋橋線道路改良事

業、細沢線道路改良事業、大渡子

九十線道路改良事業、三本松線道

路改良事業、沼宮内東線道路改良

事業、五日市川原木線道路改良事

業、舘線道路改良事業、橋梁整備

事業、林道整備事業

　〈生活環境の整備〉

　上水道整備事業、公共下水道整

備事業、特定地域生活排水処理施

設基盤整備事業、最終処分場施設

整備事業、消火栓設置事業、ホー

ス乾燥塔整備事業、消防団屯所整

備事業

　〈子育て環境の確保、高齢者等

の保健および福祉の向上および増

進〉

　保育施設整備事業、デイサービ

スセンター施設改修事業、介護保

険施設等整備事業、老人福祉セン

ター施設改修事業

　〈教育の振興〉

　学校施設整備事業（小学校）、学

校施設整備事業（中学校）、統合中

学校等整備事業（中学校・給食セ

ンター）、北山形公民館長寿命化事

業、南山形公民館長寿命化事業、

総合開発センター長寿命化工事事

業、川口公民館別館施設長寿命化

事業、総合運動公園整備事業、図

書館施設長寿命化事業

　〈地域文化の振興等〉

　歴史文化館整備事業、石神の丘

美術館長寿命化対策事業


